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1. はじめに 創薬分野では医薬品の開発期間短縮・低コスト化を念頭に、極微量放射性炭素同位

体（14C）で標識した化合物をヒトに投与し薬物動態データを取得するマイクロドーズ試験の導入

が提唱されている。本研究では、これに対する高スループットな 14C 分析手法としてレーザー吸

収分光に基づく手法を提案し、開発を進めている[1,2]。レーザー吸収分光では、分子固有の光吸収

線の吸収強度から分子数を定量できるが、超高感度なレーザー吸収分光法として知られるキャビ

ティーリングダウン分光（Cavity Ring-Down Spectroscopy: CRDS）では、2 枚の高反射率ミラーを

用いた光の多重反射によって超長光路が実現される。同位体を区別できるほどの狭帯域なレーザ

ー光源と CRDS を組み合わせることで、特定の同位体を含む微量分子種の定量分析が可能となる。

今回は、光源である中赤外量子カスケードレーザー(QCL)の発振周波数を中赤外光周波数コム

(MIR-OFC)にて較正し、CRDS を行う測定系を開発し、その分光特性を評価した。 

2. 中赤外光周波数コムを用いた 14C-CRDSの開発  14C定量のために 14CO2の中赤外光吸収線を用

いる。より高感度な 14C 分析を行うには QCL の発振周波数を高精度に測定しつつ、CRDS を実現

する必要がある。そこで、超短パルスファイバーレーザーベースの MIR-OFC[3]と QCL のビート

信号を取得する周波数モニタリングシステムを用いて CRDS を行う体系を開発した（Fig.1）。QCL

の一部と MIR-OFC を光ファイバー内で干渉させ、光検出器の信号を RF スペクトルアナライザで

周波数スペクトルに変換してビート信号を測定した。得られた 14CO2 吸収スペクトルの一例を

Fig.2 に示す。本手法による分光特性の評価結果について報告する予定である。 

 

Fig.1 Experimental setup of 14C-CRDS using MIR-OFC Fig.2 Absorption spectra of stableCO2 and 14CO2 
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